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抄 録

ジェミニア一二はコレッリ作曲の トリオ ･ソナタをコンチェル ト･グロッソに編曲しているが,それらはヴィオラパー

トをコンチェルティーノに含めている点が,コレッリ作曲のコンチェル ト･グロッソと異なっている｡本稿では,コレッ

リの影響を強く受けたジェミニア一二が,そのようなパー ト構成を選んだ理由を考察する｡

序

17世紀後半のローマでは,特徴のある楽器編成による

オーケス トラ演奏が盛んだった｡それは, トリオのコン

チェルティーノと4声部のリピェ-ノとで構成される,

弦楽器主体の協奏曲の演奏である｡そのような作品の中

でも,アルカンジェロ ･コレッリArcangeloCorelli

(1653-1713)の作品6 (1714年出版)は,コンチェル

ト･グロッソという器楽ジャンルを確立したものとして

名高い｡彼のコンチェル ト･グロッソは出版される数十

年以前からローマで演奏されており,ムッフアトをはじ

めとして,ヨーロッパ各地から訪れた音楽家たちに影響

を及ぼした｡一万,17世紀末からヴェネツィアでは, ト

レッリ,アルビノ一二,ヴィヴァルディ等によって別の

楽曲構成とパー ト構成による協奏曲が発展したが,他の

地域に広まり,後の時代に受け継がれたのは,むしろ後

者の方であった｡しかしイギリスでは,コレッリの作品

が長い間人気を博し,その影響が強く現れた協奏曲も作

曲されたのである｡[Hutchings19613/1973,Arnold

1974,Talbot2001:Corelli,Concerto]

主にイギリスで活動したフランチェスコ･ジェミニア-

ニFrancescoGeminiani(1687-1762)はコレッリの弟

子と伝えられ[1],その作品は師の作風を色濃く残 して

いる｡また,コレッリのヴァイオリン･ソナタ集作品5,

そして トリオ ･ソナタ集作品3より5曲,および作品1

より1曲をコンチェル ト･グロッソに編曲している｡

コレッリのコンチェル ト･グロッソは, トリオ ･ソナ

タを拡大したものであると言われてきた｡それは,楽章

構成や各楽章の内容が教会ソナタ,室内ソナタを基礎と

していることに加え,作品6のタイトルにこう記されて

いるからである｡｢コンチェル ト･グロッソ集-オブリ
ガ- トのコンチェルティーノに属する二つのヴァイオリ

ンとチェロ,および重ねることができる任意のコンチェ

ル ト･グロッソに属する二つの他のヴァイオリン,ヴィ

オラ,バスから成る｡｣(ConcertiGrossi/Conduoi

ViolinieVioloncellodiConcertinoobligateeduoi/

altriViolini,ViolaeBassodiConcertoGrossoad

arbitrio/chesipotrannoradoppiare)[2]

また,コレッリの トリオ ･ソナタをジェミニア一二が

コンチェル ト･グロッソに編曲したものは,原曲にはほ

とんど手を加えず,パー トを増加して拡大しているよう

に見える[3]｡この編曲についてブコフツァーは,保守的
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傾向を持っ人々にとって, トリオ ･ソナタがコンチェル

ト･グロッソの着想をなお支配していた明らかな印であ

ると述べている[Bukofzer1947:231]｡

しかしながら,コレッリの作品6と,ジェミニア一二

編曲のコンチェル ト･グロッソには,パー ト構成に違い

がある｡コレッリはヴィオラのパー トをリピェ-ノに含

めているが,ジェミニア一二はコンチェルティーノに入

れているのである｡ジェミニア一二による編曲集のタイ

トルは次のように記されている｡｢コンチェル ト･グロッ

ソ集-オブリガ- トのコンチェルティーノに属する二つ

のヴァイオリン,ヴィオラ,チェロ,およびコンチェル

ト･グロッソに属する二つの他のヴァイオリンとバスか

ら成る｡ アルカンジェロ･コレッリの作品3の6つのソ

ナタをもとに,フランチェスコ･ジェミニア一二によっ

て作られた｡｣(ConcertiGrossi/ConDueViolini/

ViolaeVioloncello/diConcertinoobligate,eDue

altriViolini/eBasso diConcerto Grosso /

CompostidelliSeiSonate del/ Opera Terza

D'ArcangeloCorelli/Per/FrancescoGeminiani[4])

つまり,コンテェルティーノは トリオ編成ではなく4声

部に,そしてリピェ-ノが3声部になっており,ブコフ

ツァーの見解と逆に, トリオ ･ソナタが支配的ではない

コンチェル ト･グロッソが作られていることになる｡ 強

い影響を受けたコレッリの方法と異なるやり方を敢えて

選んだのはなぜなのか｡

本稿では,コレッリの作品1と3をジェミニア一二が

コンチェル ト･グロッソに編曲したものと,コレッリ作

曲のコンチェル ト･グロッソとを比較して,ジェミニア一

二の意図を考察する｡なお,ジェミニア一二が編曲を行っ

たのは,緩急緩急の四楽章を持つ,いわゆる教会ソナタ

である[5]｡コレッリの作品6の12曲のうち,教会タイ

プのコンチェル トは第一部つまり第1曲から第8曲であ

るので,比較した作品もこれらに限定している｡

比較する事柄は,ヴィオラパー トの役割,リピエーノ

の投入方法,ヴィオラのグルーピングによって生ずる響

きの違いの3点である｡ヴィオラパートをコンチェルティー

ノに含めるか,リピェ-ノに含めるかによって,その役

割はどのように相違しているか｡これを明らかにするこ

とは,ジェミニア一二の意図を考察するためにまず必要

である｡さらに,当初からコンチェル ト･グロッソとし

て出版したものと, トリオ ･ソナタを編曲したものとに

見られる,リピェ-ノの投入の仕方の相違,演奏した際

の音響上の相違はい かなるものかを明確にすることも有

益であろう｡

1.ジェミニア一二による編曲集とコレッ

リの作品6との比較

1-1.ヴィオラパー トの役割

ジェミニア一二がコレッリのトリオ･ソナタをコンチェ

ル ト･グロッソに編曲した曲集の各曲の構成を,表 1に

示す｡

ジェミニア一二による編曲集のヴィオラパー トは,ほ

とんどの箇所でリピェ-ノと動きをともにしている｡タ

イ トルに明記されたグルーピングと矛盾するとも言える

様相である｡

原曲の各楽章は,緩徐楽章,急速なテンポを持っ舞曲

風の楽章,フーガ楽章などのタイプに分けることができ

るが,編曲集におけるヴィオラの役割は,どのタイプで

表 1 ジェミニア一二による編曲集

楽章 速度､拍子等の表示 調 備考

CondertoⅠ(Corem:op.3一1) I GraVeC FⅡ AuegroC F 3声フーガ

Ⅲ ⅥVace3/4 F 舞曲風

Ⅳ Allegro6/8 F 3声フーガ

ConcertoⅡ(Coreui:op.3.3) Ⅰ GraVeC BⅡ ViVace3/4 B 舞曲風

Ⅲ LargoC B

Ⅳ Allegro6/4 B 3声フーガ

ConcertoⅢ(Corelli:op.3.4) Ⅰ LargoC hⅡ ViVaceC h 二重フーガ

Ⅲ Adagios/8 h

Ⅳ Presto¢ h 2声フーガ風

ConcertoⅣ(Corem:op.3-9) Ⅰ GraVe3/2 ∫Ⅱ ⅥVaceC ど 3声フーガ

Ⅲ Largo3/4 ∫

Ⅳ AnegroC f

ConcertoV(Corelli:op.3.10) Ⅰ ⅥVaceC aⅡ AmegroC a 3声フーガ

ⅠⅡ Adagios/2 a

Ⅳ AllegTO12/8 a 舞曲風

ConcertoⅥ Ⅰ Al1egroC GDG 3声フーガ(Coreui:op.1.9) →AmegTO3/4→AnegroC→Ada由oC

Ⅱ Allegro(C) G 3声フーガ

Ⅲ Adagio3/2 e



ジェミニア一二編曲のコンチェル ト･グロッソ

も主に旋律的な動きや和声の補いである｡例えば譜例 1 ることが多く,また主題の一部や主題に類似した動きを

[6]の第4小節の最後の和音では第3音を補っている｡ 加えていることも頻繁である｡譜例2は第1ヴァイオリ

ただしフーガ楽章では,他のパー トがフーガ主題を鳴ら ンとチェロおよびバスがフーガの主題を演奏する部分に,

す時にヴィオラパー トが重奏または3度上の音程で重な ヴィオラがさらに主題の一部を加えている例である｡

譜例 1 ジェミニア一二による編曲集より 第 1曲 第1楽章 1-4小節
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語例2 ジェミニア一二による編曲集より 第 1曲 第2楽章 23-27小節
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表2は,コレッリの作品6の第一部 (教会タイプ)の

各曲の構成を一覧にしたものである｡

コレッリの作品6では, トリオ ･ソナタに比べて,16

分音符が連続する無窮動的な楽章や,舞曲風の楽章が増

え,楽章数が増加しているが, 1曲中のフーガ楽章数は

減っている｡ヴィオラの扱いは,コレッリの作品6でも

ジェミニア一二の編曲と同様に,和声の補いや旋律的動

きが多いが,フーガ楽章では例外なくヴィオラも主題を

担っている点が異なる｡ただし,リピェ-ノに含まれる

ヴィオラ声部が主題を奏でるときには,コンチェルティー

ノのチェロが重奏している｡その後,このチェロが主題

を受け持つため,ヴィオラに対する重奏主題は中途半端

なものになっていることが多い｡(譜例3,4-5小節)

これがコンチェルティーノだけで演奏を成立させるため

の処置であることは明らかである｡

両曲集を比較した結果,和声の補いや旋律的な動きを

担っている点ではヴィオラの役割は共通しているが,フー

ガ楽章においては違いが見られた｡ジェミニア一二の場

合は,フーガ主題に由来する動きは多いものの,主題を

しっかりと受け持つことはごくわずかであるのに対し,

コレッリの場合はヴィオラもフーガの不可欠な声部とし

て機能している｡ただし4声のフーガを3パー トのコン

チェルティーノで演奏可能にしようとしたために,チェ

ロパー トにひずみが見受けられる｡コンチェルティーノ

のパー ト構成と,フーガの構造とを照らし合わせると,

4声フーガの楽章を持つコレッリの作品には4パー トの

コンチェルティーノが,逆に3声フーガの楽章を持つジェ

ミニア一二の編曲集には3パー トのコンチェルティーノ

が適していると考えられ,両曲集ともヴィオラの役割と

コンチェルティーノのパー ト構成に関して矛盾をはらん

でいると言えよう｡

1-2.リピエーノの投入方法

コレッリの作品6に見られるリピエーノの投入の仕方

には以下のものが挙げられる｡

･重奏

･音型を単純化した重奏 (コンチェルティーノのパー

トが小さな音価の連続の場合,より大きな音価を用

いている)

･合いの手風の挿入 (短い同一音型を繰り返す場合に

多い)

･周期性のあるフレーズに対して,ソリsoliとトゥッ

ティtuttiを交互に設ける

･フレーズを繰り返す場合,一度目をソリ,二度目で

リピエーノを投入して トゥッティにする

･息の長いフレーズの途中からトゥッティにする

･フーガ楽章の場合は,第四声部の主題が入る時点か

らトゥッティになる

ジェミニア一二による編曲にもほぼ同様の手法が見ら

れるが,頻繁にソリとトゥッティを交替させている箇所

はより少なく,大半で重奏または単純化した重奏を行う

楽章が多くなっている｡これは周期性のあるフレーズや

舞曲風の楽章が,作品6に比べて, トリオ ･ソナタには

少ないことによると考えられる｡フーガ楽章では,冒頭

はソロで始まり,第二あるいは第三声部の主題の入りか

らリピエーノが参加するものと,冒頭からトゥッティで

始まるものとがほぼ半数ずっである｡

1-3.ヴィオラのグルーピングによる響きの違い

この時代,演奏者の数は,演奏される時と場所,集め

ることができる楽器奏者の数によって変化するのが通常

であった｡そこで,コレッリの作品6のタイ トルより考

えられ得る3つの場合について,両曲集を演奏する際の

響きを推察する｡

①コンチェルティーノが1パー ト一人,リピェ-ノが1

パー ト複数の場合｡

コレッリの作品6では,強弱のコントラス トに関して

は効果が大きい｡フーガ楽章の冒頭部分では,ソロで始

まり,ヴィオラパー トの主題と共にコンチェルティーノ

のチェロパー トも重奏するので,音量が増し,続くチェ

ロパー トの主題からは トゥッティになる｡つまり四つの

声部が主題を奏する間にクレッシェンドし, トゥッティ

へつなぐ工夫がされているのである｡ひとつの楽章を除

いて,主題はヴァイオリン1,ヴァイオリン2,ヴィオ

ラ (チェロによる重奏),チェロおよびバスの順で演奏

されており,楽章冒頭に ｢ソリ｣,チェロの入りの箇所

に ｢トゥッティ｣の指示がっけられている (語例3)｡第

6曲の第3楽章だけは,ヴィオラ (チェロによる重奏),

ヴァイオリン2,ヴァイオリン1,チェロおよびバスの

順で主題が入るが,この楽章の冒頭には ｢ソリ｣の指示
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表2 コレツリ作品6 第一部

楽章 速度､拍子等の表示 調 備考

Corxx!rto Ⅰ I lar即C十AnegmlAdagior-jAll卿 )-Adagio-Anegro-)Adagio D Allegm 部分は16分音符の連続

Ⅱ I_argo3/4 D

Ⅲ AJlegm(y4) D 16分音符の連続

Ⅳ LArgOC h

Ⅴ Alkgro¢ D 4声フーガ

Ⅵ Allegro¢ D 舞曲風

ColX治rtDⅡ Ⅰ VIVa(翌C3/4.-+Allegro)AdagioJVrvace)Allegro-Ada由O-Largo血 C F Auegro部分冒頭はフーガ風

Ⅱ AuegroC F 4声フーガ

Ⅲ GraveC一触 ⅠⅠtel且咽) d

ⅠⅤ Allegm ¢ F 舞曲風

CoⅠ伐rtOⅢ ･I I_argoC C フランス序曲風

Ⅱ Allegm3/4 C 4声フーガ

Ⅲ GraveC ∫

Ⅳ VTIVaαC C

Ⅴ juegroC12JB C 舞曲風

CoⅠⅩertx)Ⅳ Ⅰ AdagioCヤAllegro D Auegro部分は16分音符の連続

Ⅱ Ada由oC h

Ⅲ Viva(刃3/4 D 舞曲風

Ⅳ AuegroC2/4 D 舞曲風

Ⅴ AllegmC D 16分音符磯

CoⅠⅩertoV Ⅰ Ada由oC-Allegm B Auegm 部分は16分音符の連続が多い

Ⅱ Adagi03JB B

ⅠⅡ AllegTO¢ ち 二重フーガ

Ⅳ Ⅰ岬 C g

Ⅴ Anegro¢ B 舞曲風

CoⅠ糖rtOⅥ Ⅰ AdagioC3/4 F

Ⅱ Al1egrDC F 16分音符の垂続

Ⅲ 軸 C d 4声フーガ

Ⅳ Vba(治3侶 F 舞曲風

Ⅴ Allegro¢2/4 F 舞曲風

CofにertOⅦ Ⅰ ⅥVaceC十Allegm甜4十舶agio D Allegm部分は16分音符の連続が多い

Ⅱ AJlegmC D

ⅡⅠ AndanteLBrgOC h

Ⅳ AnegmC D 4声フーガ

Ⅴ Viva(丑3侶 D 舞曲風

CoⅠ℃ertoⅧ Ⅰ Viva(芳C3/4-Grave,Amte,sosterlutOe00meStaC g

Ⅱ AJlegmC g

Ⅲ AdagioC-.Allegm-)Ada由o Es Alkgm 部分は16分音符の連続

Ⅳ VIVa(芳3/4 g 舞曲風

Ⅴ A11egTD¢ g 舞曲風
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語例3 コレツリ作品6より 第1曲 第1楽章 1-6小節
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譜例4 コレツリ作品6より 第6曲 第3楽章 1-5小節
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語例 5 コレツリ≪SantaBeatriced'Este≫シンフォニア (Woo一) 第4楽章 1-5小節
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はない (譜例4)｡

ジェミニア一二の編曲集の場合では, トゥッティ部分

で他のパー トが各々重奏する中,ヴィオラは一人だけで

演奏することになるので,響きがアンバランスになる｡

1-2で述べたようにソリと トゥッティの交替はさほど

頻繁ではなく,コントラス トが生まれる箇所はより少な

いので,音響の重厚さが印象的になる｡

ウォールズはジェミニア-ニ自作のコンチェル ト･グ

ロッソ集作品2,作品3について,ヴィオラパー トを複

数で演奏しても良いという見解を示している [Walls

1997:411-413]｡これらの曲集のパー ト構成はコレッリ

の作品1と3による編曲集と同様であるので,ウォール

ズの意見はこの編曲集にも当てはめて考えることができ

よう｡ また,ムッファトはコンチェルティーノについて,

ひとつの声部に一人以上割り当ててはならないと述べて

いるが,非常に広い場所で,リピェ-ノ奏者が例外的に

多い場合は,多くとも二人割り当てて良いとも加えてい

る [Muffat1701,Vorrede]｡

②コンチェルティーノが1パー ト一人,リピェ-ノが 1

パー ト一人の場合｡

コレッリの作品6では,強弱のコントラス トは①より

小さくなる｡フーガ楽章の冒頭部分の音量変化も小さく

なる｡

ジェミニア一二による編曲集では,バランスの悪さは

①より減少する｡また,音響的な厚みは①より減る｡

③コンチェルティーノだけの場合｡[7]

コレッリの作品6では, 1-1で述べたようにフーガ

案章で,チェロがヴィオラの代わりを務める主題に,断

片的になるという問題が起こる｡

ジェミニア一二の編曲集では,弦楽四重奏となる｡し

かし,本来 トリオ ･ソナタであった作品をジェミニア一

二が編曲したものを,コンチェルティーノだけで演奏す

ることがあったであろうか｡彼がコンチェル ト･グロッ

ソと弦楽四重奏という二種類の編曲を提示しようとした

可能性も考えられる｡

響きに関してまとめると,コレッリの作品6では,ヴィ

オラをリピェ-ノに含めたために起こったフーガ主題の

不都合を補うかのように,音量変化の工夫を凝らしてい

ることが分かった｡ジェミニア一二の編曲集では,ヴィ

オラパー トを一人にすると響きはバランスを欠くが,過

宜奏者を増やして演奏すれば改善できる｡

2.ヴィオラのグルーピングの理由

コレッリの作品6のフーガ楽章を検討すると,なぜ彼

が主題に関する不都合を犯してまでヴィオラパー トをリ

ピェ-ノに含めたのかということが疑問となる｡しかし

作品6以外の彼の作品より,もともとはリピェ-ノはオ

プションではなかったことが推測される｡

譜例5は,1689年にパンフイーリ宮殿で演奏されたル

リエール作のオラトリオ 《SantaBeatriced'Este》につ

けられた,コレッリ作曲のシンフォニア (Wool)の

第4楽章冒頭である｡フーガの主題は,リピェ-ノのヴィ

オラパー トによって最初に演奏されるが,その際に他の

パー トが重奏することはない｡語例4と比較されたい｡

この楽章は譜例5に挙げたオラ トリオのシンフォニアと

酷似しているが,リピェ-ノのヴィオラが奏でる主題は,

コンチェルティーノのチェロパートによって重奏されて

いる｡両者の比較により,作品6は,コンチェルティー

ノだけによる演奏を可能にするために,ヴィオラパー ト

に対するチェロの重奏という方法をとったことが裏付け

られる｡

つまり,リピェ-ノをオプションとして扱うのは,コ

ンチェル ト･グロッソというジャンル特有のやり方とい

うよりも,コレッリの作品6で取り入れられた方法なの

である｡その目的として考えられるのは,用途を広げる

こと,そして出版する楽譜をより売れるものにすること

である [Walls1997:388,Allsop1999:146]｡チェロ

パー トに見られたフーガの主題の問題は,利益を意識し

た出版という行為のための妥協であろう｡ トリオ ･ソナ

タとしても,コンチェル ト･グロッソとしても演奏可能

であれば,さまざまな機会に使用することができ,それ

は販売数を伸ばすことにつながるのである｡

カレーリは,ジェミニア一二がヴィオラパー トをコン

チェルティーノに含めた理由は,対位法的楽章やフーガ

楽章において,ソプラノとバスとの間に中間パー トを設

けることが必要であったからだと述べている [Careri

1993:73]｡ジェミニア一二自作の作品3はヴィオラを含

む4パー トのコンチェルティーノを持つが,そのうち,

例えば第2曲の第3楽章や第3曲の第2楽章[8]はしっか
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りした4声フーガとして作られている｡しかしトリオ ･

ソナタからの編曲集では,前述のようにフーガ楽章は3

声フーガで,ヴィオラにはせいぜい主題の断片的な動き

が与えられるにすぎなかった｡この場合,コンチェルティー

ノにヴィオラを含める必要性は低いと言わざるを得ない｡

それにもかかわらず彼が4パー トのコンチェルティーノ

を用いた理由については,以下のことが考えられる｡

①響きに対する当時の好み

1732年にコレッリの作品6をベーブシュが校訂した版

がロンドンのクック社から出版された｡この版ではヴィ

オラパー トがコンチェルティーノに含められている

[Walls1997:388-389]｡この版の出版年が,ジェミニ

ア一二によるコレッリの トリオ ･ソナタからの編曲集の

出版年 (1735年)と近いことから,当時のイギリスの好

みがこのような響きを求めたとも考えられる｡

②ヴィオラ奏者の不足

セルフリッジ･フィール ドとザスローは17世紀初頭か

ら20世紀までの代表的なオーケス トラの構成を一覧にし

ているが [Selfridge-FieldandZaslaw1980:690],そ

れをもとにウォールズは当時のイギリスでヴィオラ奏者

が不足 していた可能性を指摘 している [Walls1997:

410]｡ヴィオラパー トをリピェ-ノに含めると,複数の

奏者が必要となる場合が起こるが,コンチェルティーノ

に含めると,ごく少数の奏者で足りることになる｡[9]

③ジェミニア一二の個人的な欲求

ジェミニア一二はこの編曲集を出版する以前にも,コ

ンチェル ト･グロッソ集を出版している｡コレッリの作

品5(ヴァイオリン･ソナタ集)の編曲 (第-部1726年

出版,第二部1729年出版),自作の作品2(1732年出版),

同じく自作の作品3(1732年出版)は,いずれもコンチェ

ルティーノにヴィオラパー トを持つ構成である｡コレッ

リの作品5の編曲集は,好評を得てその後幾度も出版さ

れた [Careri1993:268-270]｡自作の作品2,3も成

功し,コンサー トのレパー トリーとして定着するように

なった [Careri1993:60]｡イギリスでは既にコレッリ

の作品5の人気は高く [Edward1976],それを編曲す

ることは,コレッリの名声を利用しつつ,自分の才能も

示すことになったであろう｡ カレーリは,ヴィオラパー

トをコンチェルティーノに入れたことに関して,ジェミ

ニア一二のナポリ滞在の影響,そしてヴァレンティーニ

が1710年にヴィオラをコンチェルティーノに含めたコン

チェル ト･グロッソ集を出版していることにも言及して

いる [Careri1993:7ト72]｡経験と成功への欲求とが

あいまって,コレッリの作品6とは一味違うコンチェル

ト･グロッソを考案し,それが好評を得たことから,自

作品でも同様のパー ト構成を使用し,そして トリオ ･ソ

ナタからの編曲集にも適用したという経緯も考えられよ

う｡ ただしその際には当時の好みという点も当然関わっ

てくる｡

④出版者の意向

ジェミニア一二の編曲集には,出版者ジョン･ウォル

シュの意向が反映されていると思われる点がある｡それ

は,原曲の版をそのまま使用していることである[10]｡

この編曲集の各曲の表示は,SONATA I,ⅠⅠⅠ,Ⅳ,Ⅸ,

Ⅹ,Ⅸとなっており,また,コンチェルティーノの第 1

ヴァイオリンのパー ト譜につけられているページ番号は

1,2,5,6,7,8,17,18,19,20,17,18と不

規則に並んでいる｡これらの事についてリュトルフは,

ウォルシュが以前に出版し手元に持っていた原曲の版を

そのまま使用 した証拠としている｡ [Ltitolf1987,

KritischerBericht:311]彼はまた,ジェミニア一二の

ヴィオラの配置には音楽的な意味はほとんどないと述べ,

出版を急いだため,または当時イギリスでよく知られて

いた方法であったので,それに倣うよう出版者に勧めら

れたのだと推測している [Ibid.,Einleitung:26]｡

ロンドンで出版されたコレッリの作品集の出版年は,

作品5は1700年 (初版年),作品1は1705年頃,作品6

は1715年 (初版翌年),作品3は1720年頃である｡ しか

し1735年には,この作品3の全曲あるいは抜粋を複数の

出版者が相次いで出版している [Marx1980:128-142]｡

ジェミニア一二の編曲集の出版は,この年にこのような

状況において行われた｡ウォルシュは,それ以前から他

の出版者に対してあからさまな対抗心､が見て取れる行動

を起こしている｡例えば他の出版業者が出版したすぐ後

に同じ曲集を出版することもあり,広告に自社の版のほ

うが優れているといった言葉を入れることも頻繁であっ

た [Edwards1976:68-79]｡ただし当時の出版者同士

の競争は職烈であり,このようなことはウォルシュに限

らない｡ウォルシュは作品5の第一部の編曲の出版でウィ

リアム･スミスに先を越されているが,数年後第二部を
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先に出版 した[11]｡1730年頃に同名の息子が事業を引き

継いではいるが [Hunter,Jones,KidsonandSmith

2001:Walsh,John(ii)],この トリオ ･ソナタの編曲

集に対しても,他に先んじようと至急出版したというこ

とは大いにありうる｡経費を安く抑えようとしたことに

加えて,そのような時間的余裕のなさが,作品番号やペー

ジ番号の矛盾,そしてフーガ楽章に見られるようなテク

スチュアとパー ト構成との矛盾へとつながったのではな

かろうか｡

ジェミニア一二は1755頃に自作の作品2,3を改作し

ているが,その際にはヴィオラパー トをコンチェルティー

ノとリピェ-ノの両方に設けている [Careri1993:233,

237]｡これらのオリジナル版では,コレッリをモデル

としながらも,ヴィオラパー トを敢えてコンチェルティー

ノに含めていることを合わせて考えると,彼は非常にこ

だわりを持って響きを慎重に吟味した作曲家だったと思

われる｡そのような人物が,3声フーガのオブリガ- ト

として4声部のコンチェルティーノを選んだのはなぜか｡

コレッリの トリオ ･ソナタを編曲する際に,彼が時間的

に追われた状況にあり,編曲作業に時間をかけることが

できないまま,かつて成功を収め,いまや聴衆が聴き慣

れたパー ト構成を選んだという可能性は大いにあるだろ

う ｡

注

1.ジェミニア一二がローマに滞在した証拠はないが,

コレッリを個人的に知っていたのは事実だと考えられ

る｡[Careri1993:4-7]

2."concertogrosso''の語は,楽曲全体と,大合奏群

との二つを指す用語として用いられた｡本稿では混乱

を避けるために,タイ トルの訳を除いて,大合奏群に

対して ｢リピェ-ノ｣の語を用いている｡

3.コレッリ作曲の原曲およびジェミニア一二が編曲し

たコンチェル ト･グロッソは,ともにGezamtausgabe

BandIに収められている｡

4.作品1からも編曲しているが,ここでは述べられて

いない｡

5.アルソプはフリー ･ソナタと呼んでいる｡[Allsop

1999]

6.GezamtausgabeBandI所収のジェミニア一二による

編曲集の楽譜は,校訂老リュトルフの判断により,ヴィ

オラをリピェ-ノに含めている [Liitolf1987,Einleitung

:26]｡本稿の譜例のうちジェミニア一二による編曲

集からのものは,ヴィオラパートを再度筆者がコンチェ

ルティーノに戻したものである｡

7.ハッチングズは,コレッリの作品6の演奏には少な

くとも10人の演奏者が必要だと述べており,コンチェ

ルティーノだけでの演奏は考慮していない [Hutchings

19613/1973:110]｡ しかしハリスは トリオ ･ソナタ

としての演奏が可能であると主張し,ハッチングズが

作品6のタイ トルページを読み誤っていると非難して

いる [Harris1973:200]｡

8.参照したオイレンブルク社の楽譜では,冒頭の短い

アダージョ部分と続くアレグロ部分 (フーガ)を合わ

せて第 1楽章として扱っているが,カレーリはこれら

を別の楽章と見なしている [Careri1993:238-239]｡

9.ジェミニア一二の作品2と3のスコアリングについ

ては,ハ ッチングズもヴィオラ奏者の不足が理由だと

推測している｡[Hutchings19613/1973:272]

10.ウォールズによると,最初と最後のソナタのチェロ

パー トは新しく版が作られているが,それは譜面を一

枚に収めるための処置に過ぎない｡[Walls1997:394]

ll.コレッリの作品5の編曲集出版に関するスミスとウォ

ルシュの競争については,Marx1980:54-55を参照｡
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